
淡
路
支
部
は
２
月
18
日
（
土
）
、

洲
本
市
文
化
体
育
館
で
在
宅
医

療
点
数
研
究
会
（
医
科
）
を
開

催
、
医
師
・
医
療
機
関
ス
タ
ッ

フ
な
ど
１
０
名
が
参
加
し
た
。

講
師
は
高
田
裕
支
部
長
（
洲
本

市
・
た
か
た
ク
リ
ニ
ッ
ク
）
が

務
め
た
（
上
写
真
）
。

在
宅
医
療
点
数
算
定
の
ル
ー

ル
は
、
２
０
１
６
年
改
定
で
在

宅
時
医
学
総
合
管
理
料
の
算
定

区
分
が
回
数
、
人
数
、
重
症
度

な
ど
に
よ
り
細
分
化
す
る
な
ど
、

さ
ら
に
複
雑
さ
を
増
し
て
い
る
。

今
回
は
、
保
団
連
発
行
の

『
在
宅
医
療
点
数
の
手
引
（
２

０
１
６
年
度
改
訂
版
）
』
を
テ

キ
ス
ト
に
、
ス
ラ
イ
ド
を
用
い

て
主
要
な
算
定
ル
ー
ル
に
つ
い

て
解
説
し
た
。

支
援
診
な
ど
届
出
が
必
要
な

点
数
や
、
特
に
分
か
り
に
く
い

「
同
一
日
」
「
同
一
建
物
居
住

者
」
「
同
一
患
家
」
の
取
扱
い

を
具
体
的
な
例
示
を
含
め
て
解

説
し
た
ほ
か
、
月
に
１
度
主
た

る
も
の
の
み
が
算
定
で
き
る
在

宅
療
養
指
導
管
理
料
に
つ
い
て

留
意
す
べ
き
点
を
開
設
し
た
。

具
体
的
ケ
ー
ス
に
よ
っ
て
算

定
の
可
否
が
決
ま
る
た
め
、
算

定
ル
ー
ル
に
つ
い
て
疑
問
が
生

じ
た
場
合
に
は
、
協
会
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
い
た
だ
き
た
い
。

な
お
、
テ
キ
ス
ト
は
１
冊
３

０
０
０
円
（
税
込
・
送
料
別
）

で
販
売
し
て
い
る
。
お
問
い
合

わ
せ
、
お
申
し
込
み
は
、
協
会

℡
０
７
８-

３
９
３-

１
８
０
３

ま
で
。
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在宅医療点数研究会

複雑な算定ルールをわかりやすく解説



淡
路
支
部
は
１
月
２
１
日

（
土
）
、
サ
ン
ラ
イ
ズ
淡
路

（
南
あ
わ
じ
市
）
で
研
究
会

「
医
療
機
関
で
知
っ
て
お
き
た

い
医
療
・
福
祉
の
役
立
つ
制
度
」

を
開
催
、
医
師
、
医
療
機
関
事

務
、
コ
メ
デ
ィ
カ
ル
、
ケ
ア
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
な
ど
３
７
人
が
参

加
し
た
。
神
戸
女
子
大
学
講
師

の
阿
江
善
春
先
生
が
講
師
を
務

め
た
（
下
写
真
）
。
（
前
号
に

報
道
）
参
加
者
の
感
想
文
を
紹

介
す
る
。

今
回
の
研
究
会
に
参
加
し
、

医
療
・
福
祉
制
度
を
「
正
し
く
」

理
解
す
る
と
い
う
こ
と
、
安
心

し
て
在
宅
で
の
療
養
・
生
活
が

行
え
る
よ
う
に
支
援
す
る
こ
と
、

そ
の
人
の
社
会
的
背
景
か
ら
制

度
を
見
る
こ
と
が
医
療
従
事
者

と
し
て
求
め
ら
れ
る
必
要
な
資

質
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
学
び

ま
し
た
。

事
例
を
通
し
て
、
誤
っ
た
認

識
に
よ
り
制
度
の
併
用
が
で
き

て
お
ら
ず
、
介
護
と
い
う
問
題

を
端
的
に
捉
え
て
し
ま
っ
た
こ

と
が
殺
人
事
件
に
ま
で
及
ん
で

し
ま
っ
た
と
い
う
事
実
を
知
り

ま
し
た
。
非
常
に
残
念
で
あ
る

と
感
じ
た
と
同
時
に
、
日
々
の

業
務
を
行
う
中
で
知
識
不
足
に

よ
り
的
確
な
判
断
や
対
応
が
で

き
て
い
な
か
っ
た
事
例
が
あ
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
自
身
の
行

動
を
見
つ
め
直
す
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

そ
の
患
者
・
家
族
が
“
ど
う

い
っ
た
”
こ
と
で
困
っ
て
い
る

の
か
、
“
ど
う
い
っ
た
”
人
生

を
歩
ん
で
き
た
の
か
、
き
ち
ん

と
向
き
合
い
、
傾
聴
し
、
寄
り

添
っ
て
い
く
姿
勢
を
と
る
こ
と

が
で
き
れ
ば
自
然
と
信
頼
関
係

の
構
築
が
で
き
、
総
合
的
な
視

点
で
問
題
点
を
把
握
す
る
こ
と

が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。
医
療
従
事
者
一
人
ひ

と
り
の
意
識
が
変
わ
れ
ば
、
そ

の
患
者
・
家
族
ら
し
い
生
活
を

支
援
す
る
た
め
の
大
き
な
一
歩

に
繋
が
る
の
で
は
な
い
か
と
考

え
ま
す
。
少
し
で
も
患
者
・
家

族
の
負
担
や
不
安
が
軽
減
で
き

る
よ
う
、
今
後
も
日
々
精
進
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
南
あ
わ
じ
市
・
平
成
病
院

社
会
福
祉
士

小
嶋

瑞
生
）
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支
部
研
究
会

感
想
文

「
医
療
機
関
で
知
っ
て
お
き
た
い
医
療
・
福
祉
の
役
立
つ
制
度
」

制
度
を
正
し
く
理
解
し
患
者
さ
ん
・
家
族
の

負
担
・
不
安
の
軽
減
に
つ
な
げ
た
い


